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序章 

１． 問題意識 

 筆者自身が通っていた小学校が、教室に扉がなく、教室と廊下が繋がっているオープ

ンスペースを有するものだった。授業も、自由自在にパネルが可動できるため、教室内

をパネルで仕切りグループ学習や個別学習をするというようなオープンエデュケーシ

ョンであった。このような経験から、オープンスペースの潜在力が非常に高いと感じら

れた。また、現在、少子現象により学校の統廃合や余裕教室の増加がみられている。文

部科学省が、全国の公立小中学校施設を対象に平成 25 年 5 月に調査した結果によると、

余裕教室は、64,107 室（総数 64,555 室のうち 99.3％の活用率）が当該学校施設を始め、

何らかの用途に活用している。このような背景から、オープンスペースへの転換が今後

より一層高まると予想され、オープンスペースの有用性を考察することは多少なりとも

意義があると考える（図０－１参照）。 

 

 

図０－１ 学校内での余裕教室の使用状況 

（「公立小中学校における余裕教室の活用状況について」

http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2014

/03/12/1286096_1.pdf スライド３より引用） 

 

 



4 
 

さらに、現在小学校が直面している大きな課題に「学校の人間化」1があげられる。

これまでの学校は、高度経済成長のための人的能力資源の開発に重点が置かれたり、学

歴社会に対応すべく、受験や入試のための教育に目が向いてしまう状況を抜け出すこと

ができず、教育内容をいかに効率的かつ効果的にするかに頭を悩ませていた2。筆者は、

本来学校は、将来のための有用な知識・技術を詰めこむだけの場所ではなく、人と人と

のかかわりの中で生まれる自己表現の場であったり、連帯感・創造性などが養われる場

所でなければならないと考える。 

このような問題意識から、本論文では、豊かな個性を築くためのオープンスペースの

可能性を検討していく。オープンスペースにより、どのような効果が生み出されるのか

も考察する。また、オープンスペースならではの、問題点や課題を考察したうえで、こ

れからの学校の存在が子どもや将来の我が国にとって、一層有意義なものであるための

提言まで行っていきたい。 

 

２． 研究目的 

 本研究の目的は、以下の２点を明らかにすることである。 

 １点目は、オープンスペースが子どもに与える影響と伝統的な学校が子どもに与える

影響を比較した上で、豊かな個性を築くためのオープンスペースならではの特徴を検討

すること。 

 ２点目は、オープンスペースの有用性を示したうえで、オープンスペースがうまく機

能するにはどのようにしたらいいか考察し、オープンスペースが抱える問題・課題、さ

らには学校改善の限界まで言及すること。 

 小学校が子どもたちの豊かな個性を築く場であるためには、さまざまな工夫が施され

るべきであり、さまざまな取り組みが考えられる。本論文では、無数の改善策の一案と

して、「オープンスペース」を主要軸として考察していく。 

 

３． 論文構成・調査手法 

 １章では前節で述べた問題意識を明確にすべく、小学校の現状・課題について先行研

究を行う。この研究はあくまでも、豊かな個性を築くための小学校の現状・課題であり、

教育の制度に関しては触れない。また、1 章では、小学校教育における個性についても

先行研究を行う。本論文で使用する「個性」について定義づけを行い、学校教育と個性

の関連について考察をする。 

 ２章では、新しい学校、いわゆるオープンスペースの出現までの学校建築の過程につ

いて、明治時代から現在までの変遷をたどる。片側廊下型の教室で、画一的な一斉授業

                                                   
1 河野重男『現代の学校』第一法規出版、1975 年、頁 244 
 学校の人間化については１章で詳しく述べる 
2 河野重雄『現在の学校』頁 244－245 筆者要約 
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が盛んに行われていた時代から、片側廊下型ではなく、教室と廊下が一体となったオー

プンスペースが出現するようになった過程を検討することで、学校をとりまく問題と学

校建築が相互に関わってきていたことを明確にする。過去から遡って学校建築を考察し

ていくことで、なぜオープンスペースが出現し、いまなお増加しているのか示していく。 

 ３～４章では、豊かな個性を築くためのオープンスクールについて、さまざまな視点

から論述する。はじめに、オープンスクールの定義をし、その上で、学校建築が子ども

に与える影響に関して、豊かな個性を築くという観点から伝統的な学校とオープンスク

ールを比較する。比較した結果、オープンスクールにしか見られない特徴を挙げ、オー

プンスクールの可能性について検討する。また、事例検討も行う。本章では、オープン

スクールが掲げる課題や問題にも言及し、オープンスクールがよりいい方向へ機能して

いくためにはどうしたらいいか提言まで行っていきたい。 
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１章 豊かな個性を築くための小学校の役割 

 
１． 小学校の現状と課題 

 期待されている学校像とはどのようなものであるか。 

昭和３０年代、工業化時代から情報化時代に突入し、伝達の方法や速度の変化に伴っ

て情報の量が飛躍的に増加した。小学校では１年間の授業時間は約 1000 時間3であり、

この時間は今も昔も変わってない。しかし、この時間の中で教える情報量が飛躍的に増

加するとなれば、一斉授業の進度はますます早まる。このような背景から、授業につい

ていけなくなる子どもたちは落ちこぼれとなり、学校きらいや不登校、いじめなどの社

会問題が目立つようになった。また、高度成長期でもあった同時期、学歴重視の社会に

対応すべく、受験や入試のための教育に重点を置かざるを得ない状況を抜け出すことが

できず、教育の革新や改革も、もっぱらそのための標準化されたカリキュラムをいかに

効率的に教えるかということに注力された4。 

親は、わが子はふるいにかけられても、生き残る能力を身につけてほしいと願い、学

校側にもそのような能力を育ててほしいと考えた。「よい職業につくために良い大学に

入り、よい大学にはいるためによい高校に入る。というパターンに組み込まれた親は、

子どもの個性や「よい」とは何かを深く考えることをやめてしまうのだ5」と河野が述

べているように、この時代には、名門といわれる学校に入るための予備校が流行しはじ

めた。つまり、学校の授業以外に、予備校や学習塾などに通うことで、教育内容の先取

りをしはじめた。先に先にと教育を先取りし、すべての教育課程を習得したら、あとは

受験のためのテクニックを繰り返し叩き込んだ。 

このように、決められた内容を次々と教えるという自転車操業の学校・教室は、子ど

もの個性を無視するだけでなく、教師の教育内容に対する自律的な視点をも育たなくさ

せた。図１－１では、小学生が学校以外で通っている習い事について、昭和６０年から

平成１９年までの推移を示したものだ。 

                                                   
3 長倉康彦「学校建築は変わる－その理念とシステム」（内田祥哉『学校建築の冒険』美広

社 1988、頁６） 
4 河野重男『現代の学校』頁 245 
5 同上、頁 52 
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図１－１ 学校外で何らかの学習活動を行っている小学児童数の推移 

（「子どもの学校外での学習活動に関する実態調査報告」 

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/20/08/__icsFiles/afieldfile/2009/03/23/119666

4.pdf スライド３より引用 閲覧日 2016．11．14） 

 

 図１－１では、昭和６０年から平成１９年にかけて、学習塾・通信添削・家庭教師と

いう３つの学校外での学習活動において全て上昇していることがわかる。図１－２では、

学習塾において子どもたちがどのようなことを学んでいるのかが示してある。

 
図１－２ 学習塾における指導内容 

（図１－１と引用先同じ スライド２１より引用） 
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図１－２からは、学習塾において、子どもたちのほとんどが学校の宿題や予習・復習

をしていることがわかる。また、小学校１年生から学年が上がるにつれて、進学準備が

中心の指導を受けている生徒が増えている。図１－１と１－２より、子どもたちや親は

学校で勉強するだけでは物足りないと考えていることがわかり、授業を先取りすること

や、学校では指導されない進学準備に日々追われていることが分かった。 

 

〈教育の現代化〉 

 上記のように子どもたちが日々、学校の授業に加えて学習塾などで、進学のために

日々の時間を費やすようになった背景に、「教育の現代化」6運動が挙げられる。 

 科学の進歩に伴って、教科内容にも変化が現れた。理科や数学の教科書が時代遅れに

ならないように、新しい時代にふさわしい教育内容を盛り込んだ。このように、学習内

容の高度化と量的拡大により、カリキュラムはきつきつとなり、ただひたすら教師が教

えるだけの授業になってしまった。結果として、子どもたちは学習の主体性と自由な時

間を奪われることになった。それを緩和するために、「ゆとりの時間」の設定とか、学

校五日制とか、教材の精選ということが行われるも、いずれも根本的な解決にはならず、

基本的な構図は変わらないままだ。 

 教育の現代化が始まった頃、教育内容の決定要因は、「社会」「学習者」「教科」の３

つだとされた7。この３つのバランスの問題について、「教育の現代化」の著者である、

森と河野は次の３点を指摘した。 

 

① 数学と自然科学が重視されることには必然性を認めつつも、同時に、それが偏

重されて、社会科学と人文科学が軽視される危険性 

② 学問的教科を重視する傾向を肯定しつつも、いわゆる実践的な応用教科（健康・

家庭・職業など）を軽視する危険性 

③ 知的訓練の重視に伴う新しいアンバランスの発生に対して、特別教育活動によ

ってカウンター・バランスをとることの必要性 

 

以上の３点から考察できることは、３つある。１つ目は、教育の現代化によって、教

科書の中身を教えることに重視していると、学問だけでなく生きていく上で必要な実践

的な教科に手が回らなくなる危険性があるということ。２つ目は、学校に通う子供たち

の学校生活における全体的な発達や、要求が軽視されること。そして３つ目は、ある教

科に偏るのではなく、教科外活動など、バランスのとれたカリキュラム設定が重要であ

るということだ。 

学校は、親や教師が学べというから学びに行く場所でいいのか。いい学校、いい職に

                                                   
6 滝内大三『個性教育の創造』晃洋書房、1998、頁 160 
7 河野重男『現代の学校』第一法規出版、1975、頁 242 
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就くために存在している無機質な場所でいいのか。学校は何のために必要なのか、誰の

ためのものなのか。教育の現代化によって、再び学校における活動主義カリキュラムが

評価・強調されるようになった。 

  

〈教育の人間化〉 

 教育の現代化により、実践的な活動主義カリキュラムという構想、いわゆる「学校の

人間化」8を求める声が大きくなった。これまでの学校は、高度経済成長のための人的

能力資源の開発に重点が置かれたり、学歴社会に対応すべく、受験や入試のための教育

に目が向いてしまう状況を抜け出すことができず、教育内容をいかに効率的かつ効果的

にするかに頭を悩ませていた。学校の人間化は、非人間的になってしまっている教育環

境としての現代社会への挑戦としてあらわれたといえる。これからの学校教育の目標は、

あくまでも、学校を「ひとりひとりの人間に奉仕する」人間教育の場にするということ

に主軸を置かなければならない。学校という場所が、子どもたち一人ひとりの情熱や感

情や人間的欲求を充足させるところでなければならない9。 

 学校が子どもたちの人間的欲求の場所であるために、教科による知識や技術の習得、

職業的準備などよりも、道徳律・連帯感・ティームスピリット・創造的表現・パーソナ

リティの発達などに力点を置くべきだろう。下記は、これからの学校教育の課題として

強調される人間像 4 点である10。 

 

① 自己教育のできる人間 

自分自身を教育できる人間とは、どんな人間であろうか。それはまず、「自ら学

ぼうと努める」主体性や、「学ぶに値する課題を探していく」意欲と能力をもつ

人間のことだろう。言い換えると、教育に対して受動的な姿勢ではなく、他人の

意見に頼ることなく自ら考え、自らの能力を発揮する人間ということになる。学

校を卒業して、後から訪れる大人としての人生をより豊かに生きるための準備を

する上でも、自己教育のできる人間は望ましい。しかし、現在のほとんどの学校

が、厳しい・抑圧的な・楽しみのない場であり、子どもたちが自然に自由に過ご

す権利がないように感じる。 

 

② 情報の主人公になれる人間 

現在は、あらゆる情報が、即座にさまざまな手段で入ってくる時代だ。情報の一

部分だけを切り取り、あたかもそれが正しいようにうつすメディアの数々に対し

                                                   
8 河野重男『現代の学校』第一法規出版、1975、頁 244 
 学校の人間化については１章で詳しく述べる 
9 同上 頁 244－245 筆者要約 
10 同上 頁 233－238 
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て、情報に受け身の姿勢であっては、情報を通して管理され操作されていくだけ

になってしまう。このような状況の中で、学校が担うべき役割として、情報に対

する「情報処理能力」ないし「情報選択能力」の育成があげられる。これまでの

教育を知識注入主義の性格の強い情報伝達的教育であったとし、したがって、こ

れからの教育を、単なる情報伝達の教育から情報処理能力の教育へという方向に

切り替えるべきことが協調されるのも、この意味においてである11。 

 

③ 新しい人間関係の中で生きる人間 

科学・技術や産業の著しい発達によって、生活空間の拡充と文化の大衆化が始ま

り、新しい人間関係が出現した。また、近年では SNS の流行により、見ず知ら

ずの人との対話や、久しく会っていなかった旧友などとの繋がりによってコミュ

ニケーションが生まれるようになった。このように社会変動に合わせて、それへ

の適応のために普段の学習が必要となることが考えられる。 

 

④ 多元的価値観の社会に生きる人間 

今日の日本の社会は、多元的価値観の社会であるといわれる。例えば、就職活動

においても、会社のアピールの一要素として「ダイバーシティ制度」を掲げてい

るところは多い。つまりこれは、従来のスタンダードな人材像である「正規雇用

の日本人男性」ばかりでなく、非正規雇用者・外国人・女性・シニア世代といっ

たさまざまな人々が同じ職場で働くことを推進する12ということであるが、会社

ひとつをみてもこのように多様化している。こうした多元的価値観の社会の中で、

学校教育は、人生観や職業観の確立という課題への取り組みを要請される。また、

重要な課題の一つに、信条・宗教・言論・人種などの違いに対する寛容性の育成

が挙げられる。 

 

 これからの学校において、形成されるべき人間像について４点あげたが、このような

人間像を確立していく上で学校教育における教育内容の改善案は多く考えられる。その

数ある策の中で、本論ではオープンスペースの有用性について検討したい。 

 

 

 

 

２．小学校教育における個性 

                                                   
11 河野重男『現代の学校』第一法規出版、1975、頁 236 
12 職場混乱のタネになるダイバーシティ制度 http://diamond.jp/articles/-/70606（閲覧日 

2016．11.16） 
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「個性」とは 

「個性」・「個性尊重」・「個性伸長」などと使用される「個性」の用語の解釈については、

人により、また時代によって相当異なっている13。 

  

 辞典に見る「個性」 

 細谷俊夫等編・『教育学大辞典 第３巻』（第一法規出版、昭和 53 年７月）頁２６の

「個性」には、「（前略）個体のもつ独自性・代理不可能性が個性にほかならない。こと

に人間の場合、個人のもつ独自な特性は単なる個人差の意味領域を超えて、人間存在の

根本状態性のあり方にかかわらざるをえない。」と規定されている。つまり、ここでい

う個性とは、「個人が最もよき自己の実現性をかちうるところの、その人の持つ独自性・

代理不可能」となる。 

 他、岩内亮一等編『教育学用語辞典（第三版）』（学文社、1995、4）頁 104 の「個性」

には、「（前略）その人なりの統合的な行動特性を言う。個性は生得的に具わるものと固

定的にとらえがちであるが具体的には他者や環境との相互作用の過程において形成さ

れる。」と規定されている。つまり、ここでいう個性は、人間の「行動」に着目してい

る。 

 以上 2 点の「個性」を見てきたが、辞典のレベルでも、人によってそれぞれ見解が異

なる。 

 

 本論では、小学校における培われるべきである個性について検討していくため、辞典

で述べられる個性についても視野にいれつつ、学校教育に関連した資料の中から、「個

性」の検討をしていきたい。 

 

文部省編『小学校 教育課程一般 指導資料 新しい学力観に立つ教育課程の創造と

展開』を解説した教師用の指導資料から一部抜粋（下記） 

 

「これからの小学校教育においては、子ども一人ひとりが個性を発揮しつつ、豊かな自

己実現を目指すようにすることが求められる。また、子ども一人ひとりの心身にわたる

望ましい発達と成長を促す基礎的・基本的な内容を重視し、子どもが生涯にわたって自

分の考えを持ち、よさや可能性などを発揮しながら心豊かにたくましく生きることが課

題である。（中略）個性とは、主体的な学習活動などによって獲得したり、身につけた

りした、子ども一人ひとりの意欲や態度・思考や判断・表現及び行動などの内容や傾向

などの良さであり、そのことに自信をもつと同時に、友人などまわりの 

 

人々からも共感される資質や能力であると言うことができよう。（略）」 

                                                   
13 古垣光一『個性を育てる教育』くらすなや書房、2003、頁 15 
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 ここで述べられている「個性」は、人間の自己実現のための資質や能力を獲得したり、

伸ばしたりする過程の特徴や、自己実現のために身についたものとしている14。 

図にすると、図１－１の通りになる。（上記の資料をもとに筆者作成） 

 

 

 

小学校教育における 

        個性 
   

 

 

 

 

 

 

 

  

自信  ＋  共感される資質・能力 
 

図１－１ 小学校における個性の獲得のプロセスと結果 

本論文での「個性」の定義については、上記で提示した、文部省編『小学校 教育課

程一般 指導資料 新しい学力観に立つ教育課程の創造と展開』を解説した教師用の指

導資料において述べられている小学校教育における個性の内容とする。 

小学校教育における個性とは、さまざまな要素から培われ、個性の伸長によって自信

や共感に繋がっていくことがわかった。そして、個性の伸長のためには、人間性を伸ば

す必要がある15といわれている。人間性とは、日本教育社会学会編『新教育社会学辞典』

（東洋館出版社、昭和 61 年 11 月、頁 703）によると、「人間を人間らしくしていると

ころの人間の本質ないしは性質であり、人間的自然ともいわれる。人間性の定義は、そ

の観点の違いに応じて異なる。云々」と定義される。つまり、人間性とは人間を人間た

らしめる人間の本質ないし本性のことだといえる。 

  

                                                   
14 古垣光一『個性を育てる教育』くらすなや書房、2003、頁 20 
15 古垣光一『個性を育てる教育』くらすなや書房、2003、頁 27 

主体的な学習活動 

意欲 

態度・思考 
判断・表現 

行動 
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 下記に、人間性豊かな児童・生徒の育成に留意すべきこと７点16を提示する。提示す

るものは、1967 年 12 月に出された「小学校、中学校及び高等学校の教育課程の基準の

改善について」の中の「（1）人間性豊かな児童生徒を育てること」の内容をまとめたも

のとなっている。 

 

〈人間性豊かな児童・生徒の育成に留意すべき７点〉 

 

（ア） 自ら考える力を養い創造的な知性と技能を育てる 

（イ） 強靭な意志力を養い自律的な精神を育てる 

（ウ） 自然愛や人間愛を大切にする豊かな情操を養う 

（エ） 正しい勤労観を培う 

（オ） 社会連帯意識や奉仕の精神に基づく実践的社会性を培う 

（カ） 健康でたくましい身体の鍛錬に努める 

（キ） 家族、郷土、祖国を愛するとともに国際社会の中で信頼と尊敬を得る日本人を

育成する 

 

 豊かな個性を築くプロセスには、豊かな人間性を伸ばすことが必要であり、豊かな

人間性を伸ばすためには主に上記の７点が大切な要素になることがわかった。上記の７

点が整った環境は、豊かな人間環境だと捉えることができる。豊かな人間環境は、愛情

あるあたたかな人間関係を必要とするため、豊かな人間性や個性を育む授業においては、

まず、教師と子どもたちとの間に愛を基盤とした信頼の人間関係が深まるようにしてい

くことが求められる。そのため、教師は子どもたちの心の動きに寄り添いながら、じっ

くりと学習課題に取り組んでいけるように支援する必要がある17。 

このようにして、豊かな個性を築くためにはさまざまなプロセスを踏まなければなら

ない。豊かな個性を築く基盤となる、豊かな人間環境を築くためにはさまざまな要素が

必要であることと考えられる。筆者は、そのさまざまな要素の中の一つに、オープンス

クールもあてはまるのではないかと考える。豊かな個性を築くためにオープンスペース

がうまく機能するのかどうか、その可能性について次章で考察していきたい。 

 

 

 

 

豊かな人間環境を築くための様々な要因 

                                                   
16 古垣光一『個性を育てる教育』くらすなや書房、2003、頁 32 
17 加藤幸次・押谷由夫『豊かな個性を育む授業－実践の工夫と技術－』第一資料印刷、1998、
頁 22 
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⇐オープンスクール 

 

 

              

豊かな人間環境 
 

（ア） 自ら考える力を養い創造的な知性と技能を育てる 

（イ） 強靭な意志力を養い自律的な精神を育てる 

（ウ） 自然愛や人間愛を大切にする豊かな情操を養う 

（エ） 正しい勤労観を培う 

（オ） 社会連帯意識や奉仕の精神に基づく実践的社会

性を培う 

（カ） 健康でたくましい身体の鍛錬に努める 

（キ） 家族・強度・祖国を愛するとともに国際社会の中

で信頼と尊敬を得る日本人を育成する 

 

 

  

 

             豊かな人間性・個性 

 

図 1－2 豊かな個性を生み出すまでのプロセス（筆者による図式） 

 

 

２章 学校建築の変遷と新しい学校の出現 
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近年、学校建築の展開が著しく変わった。例えば、教室に壁がなく、廊下と一体とな

っている教室や、教室と教室との境の壁を開け閉めして、広く自由に使えるスペースを

確保できる教室などの出現である。この章では、片側廊下型の画一的な教室からの脱却

に至った過程を明治時代から遡ることで、なぜ画一的な建築が成立したのか、また、「オ

ープンスクール」と呼ばれる学校が出てきたのか明らかにする。 

 
１． 明治時代から学校建築が定型化されるまで（青木、1988）18 
 
1872（明治 5）年 「学制」（日本最初の近代的学校制度を定めた教育法令）が布かれ 
          る 
 

10 年もたたずに３つの枠組みができる 
 

① 種々の公共建築物の中で、最も単価が低く質の悪い建物としての常識化 

② 素朴にして堅実な学校をよしとして、意匠的考慮を全くなくしたこと 

③ 学校建築は必要な機能のみを満たせばよい 

 

この３つの枠組みができた背景は、西洋式の教育を行うために、様式の建物を模倣し

たことにある。学制発布当初、政府には非常な意気込みがあり、必要以上に近代学校に

なることを象徴する立派な建物を期待していた。そこで作りあげられたのが、疑似洋風

の学校であった。最上階には太鼓楼、隅は石材または瓦でコーナービートしたもの、ま

た、バルコニーや柱の装飾等、洋風様式を見様見真似で建築した。しかし、この建築費

は和風学校の２倍かかり高価な上に、漆喰がはげおち、台風ごとに太鼓楼が吹き飛ばさ

れ修繕費がかさんでいった。このような出来事から、学校建築は以上３点の枠組みに集

約され、素朴かつ堅実な和風の学校が奨励された。この後、文部省や県から出される中

央集権的な規準や規格は、常に堅実一点張りで、建築単価の安いものが常識となり、学

校建築の象徴がなくなり、平板で退屈な画一的建物になっていった。 

 

1881（明治 14 年） 「学校集会取締規則」（学校の使用を一切禁じるもの）が布かれ 

           る 

この施策により、学校は地域社会の一般大衆のものではなくなり、政府の学校になっ

た。それまでの学校といえば、学校を開校・新築する際、政府はお金を一円も出さず、

すべて学区民の種々の手段を講じて集めた浄財によるもので、また勤労奉仕によって作

り上げたものであった。そのため、学校は民衆のものであり、民衆も自分たちのものと

の意識が強かった。昼間は学校としても顔、夜になると民衆の人たちが集まって宴会場

としての顔、まさに学校はコミュニティーセンターとしての役割を担っていた。当時、

                                                   
18 青木正夫「明治・大正・昭和小学校建築史」（内田祥哉『学校―学校建築の冒険』INAX、

1988、頁 50） 
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自由民権運動が盛んで、毎週土曜日に催している学校もあり、文字が読め、村一番のイ

ンテリである小学生が弁士となって、政府を攻撃している学校もあった。このような学

校に対して政府は対立し、やがて学校集会取締規制を出した。 

 

     結果 

 

民衆は学校から完全に締め出され、地域社会との結びつきが弱くなり、政府の一方 

的な施策のままに動いていき、ついに政府の学校になった。画一的な学校建築になった

原因の大きな要素にこの出来事が挙げられる。 

 

1886（明治 19）年 「小学校令」 

1890（明治 23）年「改正小学校令」 

 

この時期、教員の不足から、１学級の人数を多くする必要があり、一方就学率の上 

昇による教室数の不足から、すし詰めを認めざるを得ない状態だった。小学校令では 

４間×５間の教室が最大限の教室とみなされ、後にこの大きさの教室が定型となり、戦

後は、７ｍ×７ｍとメートル制に直されただけで今日まで続くことになった。次に出さ

れた改正小学校令での最も大きな意味は、中央官庁である文部省から出された点にあっ

た。それまでの学校建築関係の法令は、すべて府県など地方官庁から出され、質的に地

方差は生じたものの、地方ごとの実情に即したものであった。これに対し、全国一律の

基準を示し、市町村にそれを遵守する責任を負わせ、国は府県郡を通じて監督、統制す

ることが始まった。これ以降は常に文部省より法令によって基準が示され、建築面の国

家的統制が始まり、全国画一的な定型化が次第に進められていった。 

 

1893（明治 26）年 相次ぐ震災で学校も被害に 

 

 地震による学校建築の甚大な被害により、文部省に学校建築に関することを司る技 

師２名がおかれ、技術指導の名目の下に学校建築全般にわたって国家統制がより一層 

強化された。 

 

 

 

 

1894（明治 27）年 「学校建築震災予防法」公布 

 

 この法律の公布により、構造面の定型化が始まった。葺下しをやめて、学校建築内 
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に廊下を設けるようになったのもこの時期からであり、今日までに影響を及ぼしてい 

る。 

 

1895（明治 28）年 「学校建築図説明及設計大要」公布 

 

 学校建築図説明及設計大要は、学校建築の型を決める基本的事項を盛り込んだもの 

となっている。 

 

      具体的な内容 

 

・規模に応じた諸室を備えること 

・学校経済に注意すること 

・授業上・管理上・衛生上の便をはかること 

・外観の虚飾を取りやめ、質朴堅牢で土地の状態に適合するものであること 

  

以上の４点を基本として以前の法令よりもさらに具体的でかつ詳細な条文で構成さ

れた。「学制」以来、学校建築の典型的なタイプは中廊下校舎であったが、採光・痛風

が悪いという理由から忌避された。そして中廊下の校舎に代わるものとして推奨された

のは、片側廊下の校舎であった。また、校舎は敷地の北隅あるいは西隅に配置するとい

う類型化された校舎配置が生まれるようになったのも同時期だ。理由は、校舎を寄せな

い限り、運動場が取れないほど生徒であふれていたからである。 

 その他、この大要が公布されてから、体操場に面した棟に管理部門を設けたり、裁

縫教室・図が教室はより多くの光が入るように設計されたりした。条文の多くは教室に

関してであるが、主に採光・通風・色彩など衛生面に観点をおいて規定したもので、教

室回りの類型化の原型ができあがった。 

 

1899（明治 32）年 「小学校設備準則改正」上記の図説明を決制化し、遵守すべく義

務化 

 

1901（明治 34）年 三島通良による「校舎衛生上の利害調査報告」の掲載 

 

 この調査報告により、学校建築の定型化をさらに一歩進めることとなった。「学校建

築図説明及設計大要」が公布されて以来、片側廊下が推奨されながら、教室の方位が明

確ではなかった。そのため、廊下の方位も北地方は北側廊下説、西南地方は南側廊下説

をとり、大論争を巻き起こしていた。廊下を北側か南側かにする論争は大きな問題とな

っていた。そこで、三島通良は「以後、北側廊下にすべし」と決断を下した。明治４０
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年頃までは、高知・熊本の両県で抵抗をしていたものの、以後、北側廊下が全国一律と

して統一されていった。 

 

1904（明治 37 年） 男女とも就学率が９０％を超える 

 

 男女の就学率が９０％を超えたことによって、各学年の児童数の差がなくなったこと

から、大きさの異なる教室を設ける必要がなくなり、すべての学校で一様に４間×5 間

の定型化された教室を設けるようになった。また、急激に就学率が上昇したことから、

従来の学校では手狭になったことと、郡単位で行っていた運動会が学校ごとに運動会を

開くようになったことから、新しく広い敷地を求めて移転を行う学校が多かった。従っ

て、校舎は敷地の片隅に寄せ、ただ広い無味乾燥の運動場をとることが常識化した。 

 

 

 

 学制が布かれた 1872 年以降、さまざまな制度ができ、日本の学校建築はすっかり定

型化された。これ以降は、この定型化された学校が拡充されていき、質素かつ堅実な学

校建築が最近までつくられることとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．定型化されて以降の学校建築 

 学校建築が定型化されて以降、明治 40 年代から大正デモクラシーの時期にかけて変

化の時期があった。 
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従来の画一的・受動的な教育法 
 

 

 

                      批判 
 

            変化の時期 

     （明治４０年～大正デモクラシー）  

 

新教育運動 

  ・児童中心主義の教育 

  ・教室内に種々の道具や家具類の持ち込み 

  ・教壇の撤廃（一部の学校） 

  ・教室の拡充の願望 

  ・児童自習室の出現（観察・実験を行ったり、備え付けの辞書・参考書などによ

って予習復習を行う空間）＝オープンスクールのリソース・センターに近似の

教室 

図１－３ 明治 40 年代から大正デモクラシーにかけての学校建築の変化 

しかしながら… 

 この新教育運動は崩壊してしまった。崩壊の原因は２つある。１つ目は、この新 

教育運動は教師の中から起こったために、当局の援助はほとんどなく、建築的にも 

指導補助がなかったこと。２つ目は、このような自由主義教育は「学校教育を破壊 

するものである」という指摘のもとに抑圧されたことであった。結果、教室内の棚 

類も次第に姿を消し、せっかく生まれた児童自習室も消滅して、再び明治 30 年代の 

学校に逆戻りして定型化するに至り、以後は政府が主張する特別教室の拡充に向か 

っていった。 

 

〈昭和期〉 

 華やかに展開された自由主義教育も弾圧され、軍国主義・民族主義今日行くがとって

変わり、戦局の緊迫化とともに、建築資材は統制され、新たなる変化・拡充は見られず、

定型化された学校よりもさらに一歩後退する様だった。学校は工場に変わり、兵舎に使
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用されていき、学校教育の破滅もすぐそこまできていた。戦争に入ると、「上司の命令

は絶対」という軍隊式概念が支配した。戦後は、高度経済成長期の効率重視の社会、一

斉授業の画一的教育システムが稼働し始めた。 

 工業化時代には、こうした画一的な教育システムが、効果的なシステムとして機能 

した。等質で質の高い製品を、大量に作り出すことが目標の工業化時代には、全体の 

水準をあげることのできる教育システムが有効であった19。黒板と教壇、そして椅子 

と机がある４間×５間の定型教室は、一斉授業には適切な形状であり、どのクラスの 

一斉授業も均質に行えることを保障するためには、片側廊下型による教室の羅列は、 

とても適切であった。 

 

 

 

一斉授業のシステムの画一化 ＝   学校建築の画一化 

 

 

 

工業化時代から情報化時代への幕開けになった昭和３０年代は、伝達の手段や速度と

ともに、情報の量が飛躍的に増加してくる時代だった。授業時間は変わらない中で、情

報の量が増加するとなると、一斉授業のスピードを速めるしかなかった。その結果、授

業についていけなくなる児童が出た。また、学校以外からさまざまな情報を入手できる

ようになったことから、個々の子どもの学習に対する興味・関心が授業に合わない率も

高くなった。この頃から、落ちこぼれ・学校嫌い・校内暴力・いじめなどの社会問題が

目立つようになった。 

 情報化時代の進展によって、一人ひとりの子どもの学習に臨む姿勢が、一斉に教える

教育システムでは、次第に果たせなくなるという事態がやってきた。学校教育が、一人

ひとりの子どもの個性を尊重し、これを伸ばすという役目を果たすには、今までの、一

方的に「教える」という授業スタイルから、生徒が自ら「学ぶ」ことを重視するような

システムに変化させることが求められる。また、一定のことを皆に均等均質に教えるこ

とを目標とするのではなく、子どもたちの自主性を尊重して、学校を卒業した後も、自

発的に行動していく生き方を身につけさせることが必要となってくるだろう。 

 

1984 年 文部省「多目的スペース補助」の発足 

 

                                                   
19 長倉康彦「学校建築は変わる－その理念とシステム」（内田祥哉「学校―学校建築の冒険」

INAX、1988、頁 6） 
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1985 年 「臨時教育審議会」（内閣総理大臣直属） 

    →子どもの個性重視の原則を明確にし、学習の個別化や個性化を促した 

 

このころの学校建築は、戦後急増した児童に応じて建てられた学校建造物の老朽化が

進み始め、また、少子現象による、学校の統廃合問題や余裕教室の増加が著しかった。

そこで、校舎の改築・新築の際に、オープンで子どもの学習生活に快適な学校空間を作

る動きが出始めた。 

 

 

３．新しい学校の出現 

 

 工業化時代から情報化時代への移り代わりによって、一方的かつ一定的な教室空間か

ら、多様な学習活動を可能とする学習空間が考えられるようになった。新しい学習空間

は、子どもたちの興味・関心・特性に応ずることができ、一人ひとりの子どもの学習意

欲に適合した状況が作り出せるシステムに十分対応できることが必要となる。前章で考

察した、豊かな人間性・個性を築くための基盤となる、豊かな人間環境の整備にも、こ

のような新しい空間は最適となるだろう。 

 また、「小学校学習指導要領解説 総則編」（平成 20 年 6 月）では、21 世紀の教育の

考え方について、以下のように記述している20。 

 

「21 世紀は、新しい知識・情報・技術が 政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる 領

域での活動の基盤として飛躍的に重要性 を増す、いわゆる「知識基盤社会」の時代 で

あると言われている。このような知識基 盤社会化やグローバル化は、アイディアな ど

知識そのものや人材をめぐる国際競争を加速させる一方で、異なる文化や文明との 共

存や国際協力の必要性を増大させている。このような状況において、確かな学力、 豊

かな心、健やかな体の調和を重視する「生きる力」をはぐくむことがますます重要にな

っている。」  

教育における「生きる力」21とは、社会生活の中でさまざまに生起する場面状況にお

いて自ら考え、判断し、よりよい行為を主体的に選択し、責任を持って行動できる内面

的資質を育てることだ。この「生きる力」を支えるのが、自立・協調・思いやりの心な

どよりよく生きようと感じとる「豊かな心」となる。今後、「生きる力」をはぐくむた

                                                   
20 新たな学校施設作りのアイディア集 

https://www.nier.go.jp/shisetsu/pdf/idea.pdf#search=%27%E6%96%B0%E3%81%97%E3
%81%84%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E5%BB%BA%E7%AF%89%E3%81%AB%E4%B
D%95%E3%82%92%E6%B1%82%E3%82%81%E3%82%8B%27（2016．11.19 閲覧） 
21 加藤幸次・押谷由夫『豊かな個性を育む授業－実践の工夫と技術』第一資料印刷、1998、
頁 101 
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め、多様な教育課題に対応するとともに、一人一人の子どもに教員が向き合う環境づく

りの観点から、きめ細かな対応ができる環境を実現するなど、質の高い教育を目指し条

件整備を図る必要がある。つまり、最高学年において、ある一定の完成教育までもって

いこうとするような、標準化されたカリキュラムのもとで子どもたちを指導していくの

ではなく、通念とはかなり違った角度から教育の目標や、内容・方法などを検討してい

く必要があるということだ。 

新しい学校（オープンスクール）は、現在学校が求められている姿を実現できるよう

に工夫されなければならない。逆に、オープンスクールで豊かな心を育てることができ

れば、その心は生きる力を支えることにもつながるということだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈新しい学校環境に求められるものとは〉 

 平成 22 年に文部科学省が提示した、新たな学校施設作りのアイディア集22の中で述

べられている約 30 の学校施設のアイディアのうち、オープンスペースが関わる 20 の

アイディアを参考に見ていきたい。このアイディア集は、学校長、教育学の専門家、建

築学の専門家、 教育委員会の施設担当者などからなる会議で議論の上取りまとめたも

                                                   
22 参考文献 19 と同様 
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のとなっている。図 2－1 は、30 のアイディアがまとめられた表となっている。 

 

 
図 2－1 学校施設作りのアイディア集 

（「学校施設作りのアイディア集」

https://www.nier.go.jp/shisetsu/pdf/idea.pdf#search=%27%E6%96%B0%E3%81%97

%E3%81%84%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E5%BB%BA%E7%AF%89%E3%81%AB

%E4%BD%95%E3%82%92%E6%B1%82%E3%82%81%E3%82%8B%27 

スライド６ 2016．11.19 閲覧） 

 

このアイディア集の冒頭で述べられている、「新しい教育への対応」として、「生きる

力」を育む３つの要素は、「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」だった。１～１

０は、「確かな学力」、１１～１９は、「豊かな心」・「健やかな体」、そして２０は環境と

の関わりについての工夫となっている。 

 

１． クラスルームでできることを増やす 

これは、普通教室でもっと豊かな学習活動をするための工夫となっている。教室

内で多様な学習を可能にする面積と寸法をとり、一斉に授業を聞くとき・グルー
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プで活動するとき、個別で活動するときと、場面に応じて机が移動しやすいよう

にする。また、黒板だけでなく、ホワイトボードや電子黒板などを持ち込むこと

で、クラスの掲示物や作品などを飾ることや、多様な指導ができる。 

 

２． 複数のクラスでフロアをのびやかに使う 

これは、同学年あるいは、低学年・中学年・高学年ごとに、普通教室＋多目的ス

ペースなどから構成されるスペースを有効利用するもの。このスペースは、普通

教室と多目的スペースが連続しているため、総合的な学習の時間での調べ学習や

習熟度別学習、ティームティーチングなど学習集団・学習形態の変更をおこない

やすい。また、このスペースに、多様な教材等を用意することで、子どもたちが

自ら学習をするなど、学習に対する動機付けとなる空間であるといえる。学習だ

けでなく、ベンチなどを置くことで、子どもたちが自然に集まり、そこでのクラ

スの仲間を超えた幅広い交流が生まれ、社会性豊かな人間性の育成につながると

考えることができる。 

 

３．すぐに集まったり、分かれたり 

これは、少人数指導などのための小空間を、普通教室などの近くに設けたものと

なっている。教室での一斉授業の後に、習熟度に応じた学習・グループ学習など

にすぐに切り替えることができ、少人数がまとまりをもって体験的な学習をする

ことができる。この空間は、特別な支援を必要とする子どもたちのためのスペー

スにも活用することが可能である。教室の近くに音を仕切ることができる空間が

あることで、普通学級に在籍している特別な支援を必要とする子どもが落ち着き

を取り戻す空間としても活用することができる。 

 

４．教科学習の魅力を高める 

教科によってクラスが異なる学校の場合、教科学習の魅力を高めるために、教科

教室・教科メディアスペース・小空間・教科の先生の居場所や教材室からなる「教

科センター」をつくる。教科センターをつくることにより、教科ごとに必要な設

備・環境を備えた教室を設けたり、教科の特徴や学習のねらいに応じて教材・教

具・作品等を用意したりすることができ、教科指導の工夫の幅を広げ、課題を見

出し解決する力の育成を図ることができる。また、校内各所に生徒の居場所とな

るスペースを設けることで、学校全体が生活・交流・自学のスペースとなること

も期待される。 

 

５．ゆとりあるスペースで多様な体験やものづくり 

これは、多目的に活用できる特別教室のことで、実験・実習・創作等、子どもた
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ち自身の作業をともなう活動に対して、特別教室を教科別ではなく、汎用性を備

えた内容・構成とし、また連続性をもたせて配置することで相互利用を可能にす

るもの。期待される効果としては、利用率が低い教室が多いことで起こる、学校

全体の活気の低下を防ぎ、にぎわいのある活発かつ安全な学校になること。また、

十分な面積を確保することで、教材等の整った環境で多様な活動形態を安全に展

開することができる。 

 

６．いつでも本が手に取れる 

  このアイディアの要点は、図書室をどの教室からも利用しやすい学校の中心に魅力

的な空間として計画し、子どもたちのより一層の活用を図ることにある。期待され

る効果は、普通教室や特別教室での授業の際に、個人やグループ単位での調べ学習

に活用することで、図書室が身近となり、子どもたちの自発的な学習や読書活動を

促すこと。また、教室以外の子どもたちが落ち着ける居場所の確保に繋がることや、

校内すべての子どもたちの利用しやすい場所となることで、学級や学年を超えた交

流が生まれることも期待できる。 

 

７．ICT で学習活動が広がる 

  これは、コンピュータ・デジタルテレビ・電子黒板などの ICT 環境を学校に整備

し、必要な場所で必要な時に十分に活用できるようにするもの。身近にこのような

環境を確保することで、わざわざコンピュータ教室に移動しなくても、調べる・ま

とめる・発表するなどの学習活動が効果的・効率的に行うことができる。また、

LAN を使った共同学習や学校の境界を越えて、他校の子どもたちとオンラインで

討議したり、意見発表をするなど、他者と関わりながら、学習を行うこともできる。 

 

８．ここに行けば作品が見られる 

  子どもたちの作品などを展示するスペースを設けることで、子どもたち同士がお互

いの作品を見て、刺激を受けたり、各教科の教材を展示・開放することで、子ども

たちの興味・関心の幅を広げることができる。また、興味をもった分野について、

子どもたちが探すなどの主体的な行動を期待することができる。先生たちが、展示

方法や配置などに工夫を施すことで、より一層意義のある場所となるだろう。 

 

９．大階段が劇場に 

  これは、階段状の空間を発表や討議などの教育活動に活用できるように計画するも

の。身近にある開放的な空間で、聴衆を前に自分の考えや作品について発表するこ

とで、説明し表現する力を育むことができる。このように、臨場感あふれる場を発

表の場とすることで、雰囲気や期待感を高め、各教科における発表や討議の活動を
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盛り上げることができる。設計の段階から、音・光・移動の工夫ができるような仕

組みを考えていることが重要となる。 

 

１０．外国語にもっと親しむ 

  外国語活動のための空間を計画することで、英会話・文法・歌や演劇など、その内

容に相応しい場所で学習することができ、学習効果を高めることが期待できる。学

習内容にあった空間で外国語を学ぶことにより、外国語への親しみがわき、外国語

で表現したり、それが伝わることの喜びを感じることができる。 

 

１１．子どもたちを気持ちよく迎え入れる 

  昇降口・玄関周り・アプローチ空間などの、登校する子どもや先生を迎え入れる空

間について、緑化したり、待ち合わせのスペースを計画したりするなど、明るく気

持ちのよい空間とするもの。待ち合わせスペース等に子どもたちが自然に集まるこ

とで出会いや交流が生まれる場となる。また、先生も積極的に立ち寄り、子どもた

ちと会話をすることで、授業中とは異なる交流を通して子どもたちの思いや様子を

知ることができる。 

 

１２．学校中が出会いの場 

  廊下に面してベンチや畳コーナーを設けたり、作品や本などの立ち寄りたくなる手

がかりを用意したりすることにより、交流のきっかけとなる場所を作るもの。異な

る学級や学年の子どもと接する機会が増え、社会性を身につけるきっかけとなる。 

 

１３．心地よいトイレや手洗い 

  トイレ・手洗い・水飲み場を明るくきれいな空間とし、使いやすくかつ会話が弾む

楽しい場所に転換するもの。水回りスペースを綺麗にすることで、学校全体の印象

が良くなったり、その綺麗な状態を自分たちで維持することなどを通して、マナー

や清掃活動の重要性を学ぶことができる。 

１４．先生がもっと身近に 

  職員室を先生にとって働きやすく、リフレッシュできるものとすることに加え、カ

ウンターや相談コーナーを設置するなど工夫することで、子どもや来訪者を迎え入

れる開放的な雰囲気のある空間とするもの。職員室が開かれていることで、子ども

たちや来訪者が、職員室を訪ねやすくなり、先生との信頼関係をより一層深めるこ

とにつながる。 

 

１５．晴れの舞台を作る 

  音楽の授業時間だけでなく、休憩時間や放課後などにも、楽器運搬などの大きな手
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間を掛けることなく、気軽に演奏会や発表会を行うことができ、音楽への親しみが

増す。大勢の前で演奏したり、他の子どもの演奏や発表を聞いたりする機会を増や

すことで、音楽と生活との関わりに関心を持つことができる。 

 

１６．自分たちの作品が学校を飾る 

  ８と考え方が同様 

 

１７．校内どこでも気軽に体力づくり 

  グラウンドや体育館だけでなく、子どもたちの身近な場所においても体を動かせる

きっかけを与える。例えば、校内の一角や中庭などに、鉄棒や登り棒などを用意す

ることで、子どもたちが休憩時間に立ち寄り、運動意欲を満たしたり、エネルギー

を発散させることができる。 

 

１８．思いきり運動できるスペース 

  体育館において、運動に十分な面積や高さを確保するとともに、必要に応じてコー

トまわりに見学する子どもや球技等で順番待ちをするチームの子どもなどのため

に、空間を計画したりするもの。たとえば、ギャラリーにランニングコースを設け

ることで、子どもが思いきり運動することができる。また、室内の運動環境が整っ

ていることで、天候に左右されず、運動を行うことができる。 

 

１９．調理する・食べるがワンフロアで 

  「調理する」「食べる」の一連の流れが体験できるよう家庭科調理室、ランチスペ

ースを一体的に整備するもの。食材の作り手や学校給食調理員の存在を明確に知る

ことにより、食事を大切にする意識が高まる。また、ランチスペースで学級以外の

子どもたちや地域の人たちと食べる機会を設けることにより、コミュニケーション

が広がることも期待できる。 

 

２０．学校全体が環境教育の教材 

  省エネルギーに配慮した施設整備や、新エネルギーの導入、自然生態を体感できる

場の設置により、学校全体を環境教育の教材とする。実際に、屋上にある太陽光パ

ネルを見学したり、自然観察などの体験的な学習を行ったりすることで、地球環境

問題についての理解を深めることができる。このように、身近にある太陽光パネル

などに関連して持続可能な社会の実現について考えることで、社会的な問題に対し

て主体的に考える姿勢を育むことができると期待できる。 

 

以上、20 の項目にわたって、学校環境における新しい工夫をみてきた。学校を建て
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る段階から、設計の工夫をしなければ実現できないアイディアもあったものの、今ある

学校を、先生の考え方や工夫次第で、子どもたちの学校生活をより豊かにしていけると

考える。明治時代に行われていた、画一的な教室による、先生の一方的な一斉授業から、

高度経済成長を経て、情報化社会に向かっていった社会情勢の変化に伴い、小学校の形

も大きく変わっていったことがわかる。今日の学校に求められていることは、授業をど

れだけ効率的・均質的に行うかではない。どれだけ、子どもたち一人ひとりにとって、

学校生活が実りあるものであるか、卒業した後も、小学校で培ったさまざまな体験が将

来にプラスな影響を及ぼすかであるのではないか。 

次章では、本章で述べられた、空間の工夫によってできた新しい学校（オープンスク

ール）について、一般的な学校（片側廊下型の伝統的な学校）と比較して、どのような

効果があるのか実際に詳しく見ていきたい。その上で、オープンスクールの可能性や問

題点、課題等を洗い出して検証していく。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３章 オープンスクール 

１． オープンスクールの定義 

児童の小学校環境認知に関する研究の中で、 

 

「オープンスクールに建築的な定義はない。オープンスクールとは、ティームティー

チングや個別学習、無学年制などの新しい教育方法が実践され、同時にそのような活動

が可能な「柔らかい空間（相馬・高橋・佐古・野島、1993）を設備した学校全般とい
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える。」23 

 

と述べられている。つまり、オープンスクールとは、開けた空間がなくても、ティー

ムティーチングや、個別学習・無学年制などの一斉授業とは異なる新しい教育方法が実

践され、それと同時にそのような活動が可能な柔軟な環境があればオープンスクールと

いえるということになる。オープンなスペースを有しているだけではオープンスクール

とは言えない。ただし、オープンなスペースが物理的に設置されている学校は、オープ

ンスクールといわれるような新しい教育の取り組みを行っている割合が高い。 

オープン教育と伝統的な一斉教育では、物理的環境もプログラムも異なるため、小学

校児童の活動内容や社会的行動は質的・量的に異なる24。物理的なオープン化は騒音や

縄張り行動を通して、児童の社会生活のルールやソーシャルスキル獲得のプロセスに作

用する可能性がある。また、学習プログラムのオープン化は、異学年の児童・他クラス

の先生との交流など児童のコミュニケーションの機会の増加や多様化が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 伝統的な学校とオープンスクールの比較 

 学校環境が子どもたちにどのような効果を与え、何を生産しているのかということを

評価する確固とした指標を挙げるのは難しい。理由は、教育成果というものが、学校で

のある教科のある単元のテスト結果という直接的ですぐ手に入れることができるもの

から、在学する学校を超えて子どもたちの進路や発達という将来の社会生活に関係する

事柄まで広がっているからである。 

 本論文では、早稲田大学人間科学研究科の平田乃美氏と早稲田大学人間科学部の佐古

順彦氏による、「児童の小学校環境認知に関する研究－オープン学習実施児童の学校環

境認知の特性－」を先行研究として参考にしたい。この研究では、米国で標準化した教

室環境尺度 Classroom Environment Scale（以下、CES と称する）を用いて、児童の

                                                   
23 平田乃美・佐古順彦「児童の小学校環境認知に関する研究－オープン学習実施校児童の学

校環境認知の特性－」頁１ 
24 同上 
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学校環境認知を測定し、オープン教育実践校と従来型の一斉教育を行っている小学校の

両者の比較および各々の特色を明らかにしたものとなっている。この研究で用いられる

CES は、米国で標準化されたものであるため、米国と日本では学校環境や教育の内容

がかなり異なるため、日本の児童には理解しがたい項目も含まれていると考えられる。

そのため、米国版ではなく、日本版 CES 標準化に向けた研究には今後も継続して取り

組む必要があることは念頭に置いておかなければならないだろう。 

 

 CES では、教室での教師－生徒、生徒－生徒の間に生じる相互作用が９つの次元で

記述される25。 

 

１． 自主的参加（生徒が学級の活動に対する興味や参加の程度） 

２． 親和（生徒同士の親しさ、他の生徒と一緒に学習するのを楽しむ程度） 

３． 教師のサポート（一人ひとりの生徒に対する教師の関心、援助の程度） 

４． 課題志向性（学級の活動や課題を達成することの重要さの程度） 

５． 競争（成績の競争、成績を上げる困難さの程度） 

６． 規律と組織化（学級の秩序維持を重要視する程度、及び学級の組織化の程度） 

７． 規則の明確さ（学級の規則や罰則が明確に示され、生徒に理解されている程度） 

８． 教師のコントロール（教室での生徒の行為を管理する規則の量と程度） 

９． 革新性（授業や学級活動に新しい様式が採用されたり、生徒がそれらに貢献でき

る程度） 

 

 これらの９つの次元は、各々10 項目から構成されており、CES ではこの各次元 10

項目の質問に対する回答を得点化して、その高低が検討される。 

 

 

 

調査内容：Trickett&Moots（1974）がアメリカで標準化した教室環境尺度 Classroom 

Environment Scale（以下、CES と称する）を用いて、児童の学校環境認知を測定し、

オープン教育実践校と従来型の一斉教室を行っている小学校との比較および、各々の特

色を明らかにする。CES の日本語訳全 90（9 次元×10 項目）項目。 

 

調査時期：1996 年 3 月下旬～４月中旬 

 

調査対象：千葉県 T 市立 H 小学校５～６年の高学年児童 276 名（以下、オープン学習

群と称する）、同市立 F 小学校の高学年児童 113 名（以下、一般群と称する）の合計 389

                                                   
25 21 と同上 
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名 

 

調査結果：一般群およびオープン学習群の二つの因子分析結果から、一般群では、「ク

ラスのまとまり・時間の使い方・規律と組織化・課題志向性・規則を破るリスク」の５

因子が児童にとって主要な学校環境要因であり、オープン学習群では、「規律と組織化・

教師のコントロール・親和・規則の明確さ・革新性」などの因子が児童の学校環境に対

する認知の構造に関わっていることが示された。オープン学習群では、「規律と組織化」

や「規則の明確さ」といった児童の行動を規制する内容の項目が因子としてのまとまり

を持っており、これらの次元が児童に明確に認知されていることが分かった。さらに、

一般群では現れなかった「革新性」という因子も抽出された。また、一般群で抽出され

た、「課題志向性」の因子は、オープン学習群では因子として現れなかった。これらの

CES における因子構造の際は、一般群とオープン学習群の学校認知の構造の差異を反

映したものといえるだろう。 

 

 次は、調査結果についてさらに詳しく一般群とオープン学習群のそれぞれの学校環境

に対する認知を比較していく。ここでは、オープン学習群の学校環境認知の測定に焦点

を当てるため、オープン学習群のデータを用いて構成した尺度を利用する。図 3－1 は、

この研究で算出されたオープン学習群と一般群の５つの因子の平均の標準偏差となっ

ている。 

 

図 3－1 オープン学習群と一般群の５つの因子の平均と標準偏差 

（平田乃美、佐古順彦「児童の小学校環境認知に関する研究－オープン学習実施校児童の学校環境認知の

特性－」頁６） 

 

① 規律と組織化 
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一般群＞オープン学習群 

規律と組織化では、オープン学習群と一般群の平均得点に有意な差が認められた。一

般群が、オープン学習群以上に、教室での規律や児童の組織化への意識が高いことが示

された。 

 

一般群の認知  教師の「静かにしなさい」「席につきなさい」 

        「授業中、児童はよく教室の中でぶらぶらしている」 

 

オープン学習群の認知  「先生が話している間はまじめにきいている」 

 

以上の結果より、オープン学習群より一般群の方が、教室での規律の不足が見られる。

一方、オープン学習群では学級の規律や規則が自主的に保たれているため、教師はより

少ない指示や注意で済ませることができると解釈でできる。一般群教師の頻繁な指示的

発言・注意は、一般群児童の教室での規律の不足に対処しているものと考えられる。 

 

② 教師のコントロール 

一般群=オープン学習群  

両群の間に、有意な差は認められなかった 

 

しかし、①の結果から、オープン学習群は一般群よりも、学級の規律がまもられており、

教師からの指示は少ないと認知していることが明らかとなった。 

 

③ 親和 

一般群＜オープン学習群 

 親和では、オープン学習群と一般群の間に有意な差が認められた。オープン学習群が

一般群以上に児童同士の親和が高く、学級の結束が非常に強いことが示された。 

 

オープン学習群の認知  「お互いによくわかりあっている」 

            「まとまりが良い」 

            「みんなと一緒に課題をするのを楽しんでいる」 

             

オープン学習群では、無学年制や合同のプログラムなどによって、クラス単位の児童

集団の希薄化が予測されていた。しかし予測に反して、オープン学習群の同学級児童の

結束は一般以上に強く、学級集団での活動を楽しんでいることが明らかになった。 

 

④ 規則の明確さ 
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一般群＞オープン学習群 

 規則の明確さでは、オープン学習群と一般群の間に有意な差が認められた。一般群の

方がオープン学習群よりも、規則の厳しさや内容について明確に認知していた。 

 

一般群の認知  「先生は、規則がどんなものか説明してくれる」 

        「学校にはどんな規則があるかが、はっきりしている」 

 

一般群では学習場所が教室に固定されているため、行動の規範が理解しやすく、規則

や規律を明確に把握することができていると考えられる。一方、オープン学習群はさま

ざまな形態での活動に参加しているため、規則の明確さの把握は一般群より理解しがた

いと考えられる。 

 

⑤ 革新性 

 一般群＜オープン学習群 

 革新性では、オープン学習群と一般群の間に有意な差が認められた。オープン学習群

が、一般群以上に自分たちの学校を革新的であると認知していた。 

 

 オープン学習群の認知  「児童が自分で計画を立てることができる」 

             「児童がなにかについて話したいとき、先生がそのための

時間を作ってくれる」 

             「先生は児童を助けるためには、いつもと違うやり方をし

てくれる」 

 

オープン学習群の方が、一般群より自分たちの学級を革新的であると認知している。

オープン学習群は、さまざまな形態で、自主的に学習をすることができるという意識が

高いために、このような結果になったのだと考えられる。また、その児童を指導・見守

る先生も、オープン学習群ならではの、生徒に対する向き合い方を実践しているのだろ

う。 

 

考察：オープン学習群にみられた特徴は、豊かな個性を築くための要素に含まれるか。

１章で提示した人間性豊かな児童・生徒の育成に留意すべき７点に当てはめて考察して

いく。 

 

    

１．③親和の中の「みんなと一緒に課題をするのを楽しんでいる」という特徴は、問題

を個人のものだけに留めず、それを集団の討議にかけていることであり、このように、



34 
 

みんなの問題として考え抜く姿勢はより積極的に自らの学校文化を形成する役割を果

たしているといえる。 

（ア）（イ）（オ）を満たしているといえる。 

 

２．⑤革新性の中のオープン学習群の認知は、子どもたち一人ひとりに発言権があり、

学習面でも生活面でも自己の意思を表明する機会があることを示した。どの子もかけが

えのない個人として、自分の生き方を尊重しようという姿勢があり、個性が花開く土壌

があるといえる。 

（ア）（イ）〈ウ〉を満たしているといえる。 

 

３．①規律と組織化、②教師のコントロール④規則の明確さからは、オープン学習群は

規則を自主的に守る傾向があった。子どもたちは教室内を自由に探索したり、自分で自

分の活動が選べる環境にいるため、学習の責任が自分にあると考えられているのだろう。

したがって、自己尊重感・自己指導・自己の目標設定・自己評価・好奇心・創造性・責

任感・感受性などの個性が育つと考えられる。 

（ア）（イ）（エ）（オ）を満たしているといえる。 

  

４．③親和、⑤革新性の結果から、オープン学習群は、学校の児童の結束が堅く、自分

たちの学級を革新的であると認知していた。この結果は、異学年交流やオープンスペー

スでの学習は、クラス単位の児童集団を解体するわけではなく、個々の児童が関係を深

めたり、学級全体のまとまりを形成したりする作用を促進することをと示すと考えられ

た。したがって、コミュニケーション力の向上や、協調性、社会性、などの構築の手助

けになると考えられる。 

（ア）（イ）（ウ）（オ）（キ）を満たしているといえる。 

 

３． オープンスクールの事例検討 

今回オープンスクールの事例検討として、本論文で取り上げる学校は、八王子市立み

なみ野小学校とする。みなみ野小学校は、筆者が通っていたみなみ野中学校に併設され

ている小学校となっている。本論文を書くに至ったきっかけが、まさに、この小学校で

あり、思い出が深い。全国に何千とオープンスクールがある中で、みなみ野小学校はあ

くまでも一例であり、地域柄、校風などさまざまな違いから、みなみ野小学校と他の学

校とでは比較しづらい点も出てくるだろう。しかし、この一例を詳しく見ていくことで、

「みなみ野小学校のオープンスクールは豊かな個性を築くための場所になりうるのか、

そもそもオープンスクールとして機能しているのか」について考察・分析し、オープン

スペースの有用性を考える際の参考の一部にできたら幸いである。 
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〈八王子市立みなみ野小学校〉26 

 八王子みなみ野小学校は、今からおよそ 20 年前の平成 9 年 2 月 1 日に設置された。

アクセスは、横浜線八王子みなみ野駅より徒歩 10 分程度で、同年の春に、開校。当初、

全児童数は 208 名で、わずか 7 学級で構成された。その後、平成 10 年に 11 学級、平

成 11 年に 13 学級、平成 12 年に 16 学級、平成 13 年に 20 学級と増え続け、平成 13

年には増築工事を行い、みなみ野中学校と連結された。平成 14 年には全児童数 803 名、

22 学級と膨れ上がり、近隣の七国という地域に、七国小学校・七国中学校が新設され

た。新設されて以降は、何十名か七国小学校へ移った。また、5 年後の平成 19 年には

みなみ野君田小学校も新設され、最寄りである八王子みなみ野駅から徒歩 25 分圏内に

３つの小学校が完成した。みなみ野小学校は、平成 21 年に、みなみ野中学校と一貫と

なり、「八王子市立小・中一貫校 みなみ野小中学校、 みなみ野小学校」として新た

に開校した。現在（平成 28 年度時点）での全児童数は 631 名で、20 学級、第５代の石

代俊則が学校長を務めている。 

 
筆者撮影 みなみ野小学校正門（手前はみなみ野中学校正門） 

 

                                                   
26 みなみ野小学校ホームページ参照 http://hachioji-school.ed.jp/mnmne/ 閲覧 2016．
11.22 
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みなみ野小学校ホームページより オープンスペースをもつ教室 

  
 筆者撮影 みなみ野小学校の図書館の外観 
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ホームページより 一部木製の教室あり（外はコンクリート、中は木製） 

 

 

 

 

 

 

 

 八王子みなみ野小学校は、開発中のみなみ野シティの一部として、隣接するみなみ野

中学校とともに建設された。従って、本校舎が周りの住宅とともに街路景観を構成し、

住宅への影響を最小限にするため、２階建て校舎・低く見える体育館・校地の南側の校

舎となっている。また、学校は子どもたちの「遊ぶ家」との考えから、校舎の形状を家

屋のようにしたり、校舎内部に様々なゆとり空間を準備したりしている。１階南、２階

北に設置されたオープンスペースは、教える場としての性能の重視から子どもたちが積

極的に学ぶ場としての共有空間の重視といった質的な面の重視を目指している。これは、

まさに、オープンスクールの特徴的な空間で、画一的な教育から、多様性を大切にした

教育への転換を志向しているといえる。 

 みなみ野小学校の教育目標は、「自ら学び向上する人・思いやりがありやさしい人・

心身を鍛え健康な人」の３つであり、そのために、教科指導・総合的な学習の時間・学

級、学年での活動や道徳・特別活動を充実させている。この目標は、小中一貫校全体の

目標として掲げ、9 年間を通してこのような人物像になることを推進している。 
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 小中一貫校として、行われている取り組みは５つある。 

１． 八王子市教育委員会研究指定校としての授業改善の取り組み 

２． 小中合同運動会「みなみ野スポーツフェスティバル」 

３． 小中合同地域清掃 

４． オープンクラブの実施（中学校の部活動に小学生が見学に行ける） 

５． 中学合唱祭鑑賞・交流授業・交流給食、また、職員室を小中合同にしたり、小中

の先生方が一緒に研修や研究授業を行うことで、内容や進度の確認をしあってい

る 

 また、確かな学力をつけるために、４つの特徴ある教育プログラムを実践している。 

１． 昼休みが終わった後の 15 分間に、「はげみ学習」の時間を設け、３年生以上の子

どもたちは漢字練習や計算ドリルの学習をする。狙いは、中学校を卒業するまで

の７年間続けることで基礎学力がつき、その基礎の積み重ねにより応用力をきか

せられるようになること。 

２． 朝読書の時間の設置。8 時 25 分から火・木・金曜日の 10 分間、保護者らが交代

で教室を訪ね、本を読み聞かせしてくれる。この朝読書により、子どもたちは気

持ちが落ち着き、スムーズに授業に取り組むことができるという。 

３． ノーチャイムの取り組み。授業の始まりのチャイムはならない。そのため、休み

時間に校庭で遊ぶ子供たちは声をお互い掛け合い、教室に戻る。狙いは、自分た

ちで時間を守る生活習慣を身につけることと、主体性を養い「自ら学べる子」を

育むこと 

４． 多くの人との関わり、交流の時間。障害のある人との交流や障害のある人に自ら

なっての体験活動・異年齢の交流や活動・近隣の保育園との交流・地域のお年寄

りとの交流・外国の人との交流によって優しい子の育成に努めること 

  

上記以外の特徴的なものとして、先生が学習に関して工夫している取り組みを何点か

あげる。１点目は、全教科・領域において単元ごとに、話す・聞く・考える場面を意図

的に多く設定することで、思考力・表現力を向上させること。２点目は、文章を図式化

する取り組みや、資料から読み取ったことを伝え合う活動をとり入れアウトプットを大

切にしている点。３点目は、算数の授業において、習熟度別少人数指導を取り入れ、ク

ラスに応じて課題を提示し子どもたちの意欲を後押ししていること。４点目は、家庭と

連携した取り組みの工夫として、家でも自主的に学習に取り組めるように、宿題の提示

のほか、学習時間の目標設定を学年ごとで設けている点。 

みなみ野小学校でのさまざまな特徴的な取り組みに対して、以下３点の調査で特筆す

べき結果が出ている。 

④ 平成 28 年度に小学６年生と中学３年生を対象に行われた「全国学力・学習状

況調査（文部科学省）」 
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⑤ 小学４年生と 中学１年生を対象に行われた「学力定着度調査（八王子市教育委

員会）」（中１の英語は１２月１日に実施予定） 

⑥ 小学５年生と中学２年生を対象に行われた「児童・生徒の学力向上を図るため

の調査（東京都教育委員会）」 

 

図 3－2 平成 28 年度「全国学力・学習状況調査（文部科学省）」 

みなみ野小中学校と都・全国との比較 

http://hachioji-school.ed.jp/weblog/files/mnmne/doc/43987/776407.pdf 閲覧 2016．11.22 
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図 3－3 平成 28 年度「全国学力・学習状況調査（文部科学省）」 

みなみ野小中学校と都・全国との比較 

http://hachioji-school.ed.jp/weblog/files/mnmne/doc/43987/776407.pdf 閲覧 2016．11.22 

 

 

図 3－4 平成 28 年度「全国学力・学習状況調査（文部科学省）」 

みなみ野小中学校と都・全国との比較 

http://hachioji-school.ed.jp/weblog/files/mnmne/doc/43987/776407.pdf 閲覧 2016．11.22 
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図 3－5 平成 28 年度「全国学力・学習状況調査（文部科学省）」 

みなみ野小中学校と都・全国との比較 

http://hachioji-school.ed.jp/weblog/files/mnmne/doc/43987/776407.pdf 閲覧 2016．11.22 

 

全国学力・学習状況調査において、八王子みなみ野小学校・中学校は、全ての学年、

全ての項目で、国・都・市の平均を上回るという結果となった。これは、日頃の落ち着

いた学校生活に加え、学校と家庭が連携して計画的に家庭学習をしたり、授業に対して

意欲的・主体的に取り組めるような教育システムの実践による成果だと考えられる。図

3－2 と図 3－3 は、４月に行われた 「全国学力・学習状況調査」結果の一部だ。八王

子みなみ野小中学校は、ゲームやテレビ等に時間を多く費やす児童・ 生徒が少なく、

また、一定時間以上家庭学習に取り組む児童・生徒が多いことがわかる。この他、「家

で学校の宿題をしていますか」という質問に対しては、みなみ野小６年生の９４．２％

（東京都は８５．８％、全国 は８８．０％）、みなみ野中３年生の７７．２％（東京都

は６５．６％、全国は６８．１％）が「している」と答えていて、学校で培った学習に

対する主体性は、家庭でも活かされているのではないかと推測できる。 

今回の「全国学力・学習状況調査」の結果からは、授業で能動的な学習（アクティブ・

ラーニング)を行ったと回答している児童・生徒ほど、平均回答率が高い傾向にあるこ

とが分かっている。（平成２８年１０月３日、 日本教育新聞より）図 3－4、図 3－5 の

アクティブ・ラーニングに関する項目、「課題に自ら考え、自分から取り組んでいたと

思うか」「発表の機会で、考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを
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工夫して発表していたと思うか」についても、八王子みなみ野小中学校では小中共に肯

定的な回答が多く見られた。これは、先生が授業の工夫として、日ごろから学んだこと

をアウトプットして表現する機会を設けるなどの細やかな取り組みがあり、それがしっ

かりと実践されているからであろう。 

 
図 3－6 平成 28 年度 「学力定着度調査（八王子市教育委員会）」 

みなみ野小学校と市との比較 

http://hachioji-school.ed.jp/weblog/files/mnmne/doc/43987/776407.pdf 閲覧 2016．11.22 

 

 
図 3－7 平成 28 年度 「全国学力・学習状況調査（文部科学省）」 

みなみ野小学校と都・全国との比較 

http://hachioji-school.ed.jp/weblog/files/mnmne/doc/43987/776407.pdf 閲覧 2016．11.22 

 

 図 3－6 では、みなみ野小学校の算数「活用」は市の平均より 13.2％上回っている。

これは、算数の「習熟度別指導」や「少人数指導」の成果が表れていると考えられる。

また、図 3－7 では、小学 6 年生の国語「活用」は、都や国の平均を 10％以上上回ると

いう好結果となっている。さらに、小学 6 年生の算数「知識」は正答率が 87.3％で、9

割近くの多くの生徒が知識を身につけているといえる。この好結果は、みなみ野小学校

の取り組みの中にある、「はげみ学習」や朝読書、ノーチャイムによる自主的に学ぶ姿

勢の育成による効果であり、オープンスクールとしての機能が成果につながっていると

考察できる。 

続いて、みなみ野小学校のオープンスクールは豊かな個性を築くための場所になりう
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るのか、そもそもオープンスクールとして機能しているのかについての考察・分析にう

つる。 

 

〈みなみ野小学校のオープンスクールは豊かな個性を築くための場所になりうるのか、

そもそもオープンスクールとして機能しているのか〉 

 

『豊かな個性を育む授業－実践の工夫と技術－』（1998）の著書の中で示されている、３

つの学習形態27からみなみ野中のオープンスクールについて分析してみると、みなみ野中の

学習形態では、個性の育成に不十分だとおもわれる点が見えてくる。以下で示す図が３つ

の学習形態だ。 

（従来の授業）富士山モデル←みなみ野小のはげみ学習と類似していると考える。 

頂上に着くことが目的であり、同時にこの目的は先生のねらいである。学級全体で同じ

学習課題に挑戦し、教師の指示と発言によって、同じ教材を用いて学習する。つまり、学

習の目的が教師によってコントロールされていて、結果、学級全員で同一の結論に導かれ

ていくことになっている。教師がコントロールしている目的に対して、手段として個性の

育成のモーメントを位置づけている。この富士山モデルでは、個性の育成を、登り口の違

いにみようとしている。 

個性の育成は課題の「選択」の認められたところに生ずるため、個性の育成を「手段」

の位置から「目的」の位置に移動しない限り本当の意味での個性の育成とは言えないだろ

う。 

 

 

 

 

  A        B       C 

（課題選択学習）登山モデル←みなみ野小のオープンクラブと類似していると考える。 

 富士山モデルでは、頂上にたどり着くことが先生のねらいであり、目的であったのに対

し、登山モデルは個性の育成を「目的」の位置に高めたものとなっている。つまり、登る

山（目的）も登り方（方法）も子どもたちが選択することとなる。これは課題選択学習と

呼ばれる。 

 富士山モデルと比較すると、個性の育成を「手段」の位置から「目的」の位置に移動さ

れているため、従来の授業の基本的構造を転換したと捉えることができる。 

 

 エベレスト 

                                                   
27加藤幸次・押谷由夫『豊かな個性を育む授業－実践の工夫と技術』第一資料印刷、1998、
頁 8～17 筆者要約 
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    富士山          

 

               高尾山 

 

 

 

（課題設定学習）レジャーモデル←みなみ野小にはこのような学習モデルはみられない 

登山モデルでは、違う山ではあるけれど、山を登るという共通した課題があった。この

レジャーモデルでは、さらに目的を「設定」できるように仕組んである。「登山」というテ

ーマから「レジャー」というテーマに拡大することで、山に登る子どもだけでなく、ヨッ

トを浮かべたり、テニスをしたり、それぞれの楽しみ方ができるようになる。つまり、自

らの興味・関心に応じて目的を設定することで、子どもたちはどんなことでレジャーを楽

しむのか、さらにどんな楽しみ方をするのか自ら決定することができる。 

個性の育成を目指した授業計画はこのレベルまで拡大されるべきである。 

 

子どもたちは、課題選択学習や課題設定学習のような学習形態において、「自分の得意な

領域・分野」を見つけ、作り出していくと考えられる。この２つの学習は、課題解決の方

法も子どもたちが決めることになるので、教師の支援は不可欠となる。子どもたち自身が

自分の得意分野や学習方法を見つけることで、一斉授業においてみられる「指示待ち人間」

ではなく、自ら考え・判断して学習していく能力を身につけることができるだろう。 

 また、この２つの学習形態は、子どもたちが学習を選択したり、設定したりするため、

このような学習を展開していくためには、オープンスペースの空間を充実する必要となる。

そのため教師は、単に物の整備ではなく、子どもたちの興味・関心を水路づけるという役

目をもち、用意周到な環境整備をすることが大切となる。デューイが「真空状態で、なに

かはでない。子どもたちが環境と相互作用することでなにかがでてくる」と述べているよ

うに、学習環境を整えることは教師の重要な役割の一つとなる。 

 みなみ野小学校を、これらの３つのモデルに当てはめて考えてみると、オープン学習の

特徴として挙げていたはげみ学習は、個々のやりたい学習を選んで自由に課題を進めてい

るようにみえて、実は、課題を選択し、設定したのは先生側であり、目的は全員が同じド

リルを達成することになる。つまり、個性の育成を目的部分ではなく、手段にみようとし

ている。結果、自分で課題を探したり、設定したりするための工程がないため、従来の一

斉授業と構造的にはあまり差異がないと考えられる。もちろん、一斉授業に比べると、ひ

とりひとりがやっていることは違うため、中には子どもたちが教えあったり、助け合った

り、あるいは先生の周りに数人で聞きに行ったりということが自由に行われ、子どもたち

は生き生きと積極的に学習していた。はげみ学習の時間は、先生が一方的に教える時間で

はないため、先生と生徒の距離にも変化が見られる。一斉授業の場合、先生が一方的に生
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徒に教えるため、子どもたちは先生がいないと学習することができないけれど、はげみ学

習の場合、先生がアドバイザー的立ち位置にうつり、子どもたちが教師離れをして、課題

に対して先生からの問題提示や励ましがなくても、自分から取り組むようになる。このよ

うにして、先生と子どもたちの距離や関わり方がかわることによって、子どもたちは内発

的動機によって学習をするという習慣ができる。内発的動機というのは、人にほめられる

から、叱られるから、やらなければならないというような外側からの理由によってでなく、

それが自分にとって面白いから、あるいは、自分がそのことにチャレンジを感じるから人

がほめたり励ましたりするかどうかということとは関係なしに、知的課題に立ち向かって

いくような動機である28。このようにはげみ学習は、内発的動機を養うという点においては

従来の一斉授業にはみられない良さを感じることができる。しかし、はげみ学習が個性の

育成に貢献しているかといえば、改善の余地があるようにみえる。 

一方、オープンクラブのように、自分たちでやりたいクラブを見つけ、参加・体験がで

きるというようなオープン学習は、自ら課題を選択しているので、課題選択学習の学習モ

デルと類似している。このオープンクラブでは、個性の育成を目的の位置に置いていると

いえるだろう。 

また、みなみ野小学校には、自ら課題を設定するための学習はないため、自ら課題を探

して設定する機会がなく、オープンスペースがあるにも関わらず、その空間がうまく有効

活用されていないと考える。そこで、課題設定学習がされている緒川小学校のオープンス

クールの例をここであげて、みなみ野小学校との比較をしてみる。緒川小学校29は、愛知県

の東浦町にあり、ここで試みた教育実践がその後 20 年間にわたり持続的であり、開かれた

学校環境を教師たち自らの手で構築していったというプロセスと、学習・生活の個別化・

個性化のためのさまざまなモデルを開発し全国に発信していったという経緯において、リ

ーダー的存在だと言われている。この緒川小学校が「課題設定学習」としておこなってい

る学習に「週間プログラム学習」と呼ばれるものがある。１週間に１回、２時間続きで用

意されるこの時間帯には、学びたい教科・単元・テーマが教師との相談によって自ら選択・

決定できる。一度習った理科の実験を復習する子、先週の授業内容からさらに深く探求す

る調べ学習に発展する子、納得のいかなかった観察学習を深める子、今習っている単元に

ついてよくわからない箇所を先生にもう一度教えてもらっている子、などさまざまである。

学習の場は必然的に全校に広がる。この週間プログラム学習は、こうした児童個人の個別

的な要求に対応し、特定の課題に対するこだわりや、学習のスタイルに対する嗜好を許そ

うとする教育者の側の姿勢が感じられる。 

緒川小学校の週間プログラム学習は、みなみ野小学校にはない「課題設定学習」であり、

個性の育成を目的の位置においているだけでなく、子どもたちの興味・関心をさらに引き

出すような学習環境だといえる。このような学習は、必然的にオープンスペースを必要と

                                                   
28 野間省一『オープンプランスクール』講談社、1974、頁 48 
29 上野淳『未来の学校建築』岩波書店、1999、頁 76－87 を筆者要約 
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し、さらにそのスペースを個性の伸長のために最大限に活用されることができる。この分

析から、オープンスクールと呼ばれる学校でも、豊かな個性を伸ばすためには、まだまだ

改善されるべき箇所が多くあり、先生側のオープンスクールに対する考えや姿勢が整って

いなければ成り立たないと感じる。課題設定学習のような学習が学校に取り入れられ、そ

の学習に対して先生の姿勢が整っていれば、オープンスペースとオープン学習が有効に連

動し、豊かな個性を築くための場所になりうるのだろう。 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４章 豊かな個性を築くためのオープンスクールの可能性 
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３章では、オープンスクールと伝統的な学校とを比較をすることで、オープンスクー

ルの特徴を洗い出し、有用性について検証した。先行研究の結果と、事例検討の考察か

ら、うまく機能しているオープンスクールは子どもたちの豊かな個性を築くために必要

な要素が多く含まれていることがわかった。しかし現在、オープンスペースがうまく機

能する学校とは逆に、そうでない学校もあるといわれ、学校にオープンスクールの概念

を取り入れる上での問題点も上がっている。オープンスクールが学校全体、そして我が

国に定着するためには学校を改革する側の理解と協力が必要だと考えられる。 

本章では、オープンスクールの問題点・課題、学校の葛藤などを取り上げ、子どもた

ちにとってオープンスクールが良い機能であるために必要なことを考察していきたい。 

 

１． オープンスクールの問題点・課題30 
 
〈問題点〉 

① 全国にオープンスペース・多目的スペースを持った学校が急増したものの、真

の意図である“学びの場”としてのオープンスペースというねらいを理解せず

に設計・建設されてしまってる学校があること。結果として、オープンスペー

スが、ただの無目的スペースとなり、オープンスペースが無駄な場所となって

しまっている。 

② オープンスクールの計画・手法が定型化されていること。つまり、片廊下型校

舎の定型から、新たな画一化となってしまう危険性があるということ。学校側

が、オープンスクールを建築上の単なるスタイルと誤解することが、このよう

な結果につながると考えられる。 

③ オープンスペースが、子どもの体のわりには、大きすぎる空間であったり、区

切りがないために声が響いてくるなど、見方によっては落ち着きのない空間に

なってしまっていること。 

〈課題〉 

上記の問題点から見えてくる課題は、２点ある。１点目は、建築面（ハード面）と教

育実践面（ソフト面）の連携を綿密にするということ。学校改革側が、子どもの生活展

開を考慮し、そのことを建築側に伝えることや、逆に、現状あるスペースに対して、現

場の先生がスペースを使用した効果的な学習展開を考えるなど、両者がお互いに手をと

りあい、同じ目的を持っていなければならないということだ。２点目は、教師間で密な

連携をとるということ。教師の協同の意思によってオープンスペースは有効に機能する。 

 〈オープンスクールを導入する上で出くわす障害〉31 

                                                   
30 上野淳『未来の学校建築』岩波書店、1999 頁 106－110 筆者要約 
31 河野重男ほか訳『学校改革への道』第一法規、1973 
 ケンバイア校という小学校にオープンスクールを導入したところ、それが失敗に終わっ

た。この本では、なぜ失敗に終わったのかという研究がなされた。 
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① 教師が、教育革新に伴って必要になる新しい役割モデルについて、はっきりした理

解をもっていない。 

② 教師が、教育革新を遂行するのに必要な知識や技術を欠いていた。 

③ 教育革新の導入前、およびその達成の過程においても、そうした新しい行き方と相

いれない一連の組織編成（たとえば固定した時間割や生徒の成績評価の伝統的なシ

ステム）が存在していた。 

 

上記は、オープンスクールを導入する上でケンバイア校が出くわした障害であり、この

障害をどのように乗り越えるかによって、学校の未来が大きく変わっただろう。ケンバイ

ア校が出くわした障害が、必ずしも我が国のオープンスクールに当てはまるかはわからな

いが、学校改革をよりよいものにするためのヒントにはなるだろう。みなみ野小学校も、

オープンスクールだと掲げているが、分析結果から、課題設定学習のような、オープンス

ペースと学習が良い組み合わせとなって空間が有効に機能するには至っていなかった。要

因は、教師のオープンスクールに対する理解が行き届いておらず、遂行するために必要な

知識や技術を持っていないからだろう。 

オープンスクールが、本来求められるはずの機能を果たすためには、導入する学校革新

に対して、教師たちがあいまいな理解から脱却し、学校の運営理念を教師全員で共有し実

践していくことが必要だろう。また、教師同士が協同していくために、職場の人間関係に

おいて「意見を言いやすい自由な雰囲気」の形成が重要な役割の一つとなるのではないだ

ろうか。 

 

２． 教師の葛藤 

 いままでオープンスクールについて考察してきたが、ある意味、オープンスクールは、「自

由」という印象を受ける。自由な学習スタイル・自由な学習選択・教育が先生による一方

的なものではない…などなど。しかし、それはある意味間違っている見解だろう。あくま

で教師は間接的ではあるにせよその権威を保持して、子どもを導いている32。 

 オープンスクールは、みなみ野小学校のはげみ学習にもみられるように、生徒自身が学

習を選択することができると謳っているにも関わらず、先生が子どもたちのために学習の

意思決定をしている場面がある。例えば、どの領域を勉強させるか、その領域で特に何を

重点的に勉強させるか、その課題をいつ始め、いつ終わらせるか、その課題をどのような

スケジュールで進めていくかなど。これらは、子どもたちではなく、先生側が決定してい

ることだ。このようにして先生側に葛藤が生まれる。その他、自由な学習空間において、

学習を十分に行っていないような子どもがいたときに、「勉強しなさい」と先生が圧力をか

けてしまうと、その瞬間に子どもにとってその時間は自由ではなくなる。このように、葛

                                                   
32 波多野誼余夫『自己学習能力を育てる』東京大学出版会、1980、頁 186 
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藤は明らかに存在していて、それをいかにうまく解決して子どもの主体性・自主性を促す

かは先生の腕次第ということになるだろう。 

 また、場所を選んで、学習を進めるオープンスクールの場合、一見、場所の選択の自由

があるようにみえるが、選ぶ場所を設定しているのは、先生側であり、先生が決定した縄

張りの中で子どもたちが生活している。見解の仕方によっては、「子どもたちの自由」と見

える光景がある一方で、「先生による決定や監視」が浮かび上がる。 

 しかし、３章でも述べたように、子どもたちの興味・関心をうまく引き出すためには、

先生方の環境整備の工夫は必須であり、この整備の仕方によっては、子どもたちの学習に

対する意欲や見方が大きく変わるだろう。先生方が、うまく子どもたちの興味・関心を引

き出すことができれば、学習に対して自発的に取り組む姿勢が身に付き、小学校を卒業し

てからもその姿勢は続くことになるだろう。 

 先生たちが抱える葛藤や課題は今後も続いていくが、そもそも学校という存在が、子ど

もたちの時間を制限している限り、本当の意味での子どもたちの自由は存在しない。学校

という制約があり、決められた学習内容を身につけなければならないという、決まりがあ

った上で、いかに自由に自主的に行動できるかを考えていくのが先生の役目であるのでは

ないか。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終章 
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１．本論文のまとめ 

 本論文では、豊かな個性を築くためのオープンスクールの可能性について、オープンス

クールが誕生するまでの学校建築の歴史や、伝統的な学校との比較、また、事例検討・分

析、ヒアリングを通して検討してきた。近年の少子化による空き教室の増加、また、情報

化社会の突入による情報量の増加など、さまざまな社会の変化に伴って、学校教育も少し

ずつ変化・改革を繰り返してきた。今回は、そのようなさまざまな学校改革の中でも、オ

ープンスクールの有用性について取り上げた。オープンスクールは、一斉授業の画一的な

授業スタイルからの脱却の第一歩として大きな役割を担っている。フレキシブルな空間、

そして自由な時間の中で、子どもたちの個性・潜在能力を伸ばすためには、学校全体で教

育目標を共有し同じ目的意識を持つことや、先生の中で起きる葛藤をどのように克服し、

子どもたちと向き合うかが重要になってくると考えられる。地域柄、校風、設計の違いな

どにより、学校の雰囲気はだいぶ異なるが、やはり、オープンスクールがしっかり機能す

るためには、共通の課題・問題があり、それをそれぞれの学校のやり方でどのように乗り

越えていくかが鍵となるだろう。 

今回の研究では、オープンスクールがオープンスクールとしてしっかり機能する、つま

り、３章で扱った３つの学習モデルのうち、課題選択学習や課題設定学習のような学習が

取り入れられるようになれば、創造性・革新性・自主性・思考力・判断力・連帯性・協調

性など、伝統的な学校では得ることが難しい個性が芽生えることがわかった。個性は、量

として測れるわけでも、目にみえるわけでもなく、また、いろいろな要素の重なりや連続

性があるため、小学校教育・中学校・高校、さらには大学と切り離して考えることが難し

い。近年では、大学で、アクティブ・ラーニングを行う学校が出てきているといわれてい

るが、自主的な学習を重要視され始めている一つの象徴だと捉えることができる。このよ

うにして、小学校でのオープンな教育スタイルが、小学校の中で閉ざされてしまうのでは

なく、中学校との連携などを通して、小学校を卒業しても、学習の自主性が保たれる仕組

みが一般化されればいいと思う。 
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２．論文フロー図 

           問題意識：オープンスクールは豊かな個性を築く可能性があるか       

 

１章 未来              ２章 過去        ３章 現在  

豊かな個性を築くまでにさまざまな段階がある     明治の学校建築           オープンスクールとは？ 

                                          ①オープン教育と伝統的な学校との比較 

オープンスクール  （教育の現代化）    大正の学校建築           

                                            オープン教育の特徴として現れた 

←きっかけ              昭和の学校建築          親和性・革新性・自主性・規律 

 

豊かな人間環境             新しい学校の出現        ②事例検討 みなみ野小学校 
                                        ア：先行研究の３つの学習モデルから 

                                             みなみ野小学校のモデルを分析 

                          画一的な学校建築や受動的な        

    豊かな個性   （教育の人間化）  教育からの脱却          イ：他のオープンスクールとの比較 
 
 

４章 展望  

１～３章を踏まえた上で、オープンスクールの問題点や、課題、先生の葛藤という視点から、オープンスクールが豊かな個性を築く可能性が

あるのか検討。
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３． 本論文の意義 

 本論文の意義は２点あると考える。 

１点目は、さまざまな学校にまつわる社会問題がある中で、学校改革の１提案としてオ

ープンスクールの有用性について検討し、オープンスクールが豊かな個性を築くための要

素になりうることが示せたこと。オープンスクールが直接豊かな個性を築くわけではなく、

豊かな人間環境が豊かな個性を築くため、オープンスクールは豊かな人間環境を作るため

の一つの要素として働くのではないかという考察をした。オープンスクールの定義の部分

では、開けた空間がなくても、ティームティーチングや、個別学習・無学年制などの一斉

授業とは異なる新しい教育方法が実践され、それと同時にそのような活動が可能な柔軟な

環境があればオープンスクールといえるとされていたが、事例検討や分析を通して、オー

プンスクールが有効に機能されるにはこの定義では不足している点があるのではないかと

考える。オープンスクールとは、課題の目的を先生が定めて子どもたちを導くのではなく、

目的を子どもたちが決めたり設定することで、個性の育成がはじめてできる。個性の育成

を目的の位置ではなく手段にみているようなオープンスクールは、完全なオープンスクー

ルとはいえないのではないか。結果、オープンスクールが豊かな個性を築くための要素に

なるためには、課題選択学習や課題設定学習のような学習を取り入れ、先生と子どもたち

の距離感や立ち位置をかえ、子どもの自主性を先生がサポートする形をとる必要があるだ

ろう。このような学習が展開されたとき、はじめてオープンスペースという空間も有効に

働きだすと考える。 

２点目は、事例検討を行うことで、本論文の説得力とオリジナリティが生み出せたこと。

全国に何千とオープンスクールがある中で、すべては調べきれないが、みなみ野小学校を

詳しく調べ、先行研究から導かれた３つの学習モデルとみなみ野小学校の学習モデルを比

較することで、分析した。また、みなみ野小学校と他のオープンスクールを比較すること

で、オープンスクールがオープンスクールとして有効に機能するために必要な要素を抽出

することができた。オープンスクールと伝統的な学校という大きなくくりで比較するだけ

では見えてこなかった分析結果が、オープンスクール同士を比較することで詳しく検討で

きた。 
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